




者の採用を積極的に考えています。採用条件は、 1に健康、 2に健康、 3に美人としてい

ます。この 4月に早くも 1人が入社しましたが、職場の花にならないように技術者として

みっちりと教育をしています。

4. ジオテキスタイルに関連する事項

瀬戸内海地区の埋立は、航路の竣諜土砂処分や海底粘性土での埋立が多く、埋立地に超

軟弱地盤を形成することが多いのでジオテキスタイルを用いた覆土の計画が盛んに行われ

ています。この工法は、机上で設計するだけでなく、現場の施工方法によって成功か否か

がはっきりと分かれていますので、当社では、現場の施工管理を含めた仕事を講負ってい

ます。こちらは、工事部の仕事です。覆土工法では均一な厚さの砂を知何に効率良く散布

するかと云うことが工事成功の秘訣ですが、土木部では工事の規模や砂の運搬経路などを

検討して施工計画を立案し、現場の管理や指導を行っています。

かつては、豊富な砂の量を誇っていた瀬戸内海も現在では砂材の枯渇が懸念されて数年

先には砂材の利用は困難になると云われています。そこで砂の代替としてジオテキスタイ

ルの活躍する場があるのではないかと云うのが私達の主強です。これから 3-5年先の工

事では、このことを真剣に考慮しながら工事計画を立案しています。このような場所での

ジオテキスタイルの活躍はサンドマットやサンド・ドレ ンの代替でしょう。しかし、た

だ置き換えると云う単純なものではありません。ここに技術開発部の活躍する場がありま

す。現状から近未来を見つめて、その時代に必要な工法や材料を的確に開発することが、

この部に課せられた課題です。

5. おわりに

どの時代にも、会社の進歩は決して停滞してはいけないと云うのが当社の信念です。社

会が進歩しているのにその場に留まると云うことは相対的には後退を意味するからです。

社会の進歩に合わせて歩いていてやっと現状維持なのです。しかし、建設工事では、経験

が重要視されます。そこで施工管理では実績を重視する現状に立脚し、設計では実績に基

づいた枠を幾らかはみ出す努力をし、開発では、さらに先を見つめて行動することを心が

けています。誕生して聞もない会社ですが、諸兄のご指導とご支援をよろしくお願い致し

ます。
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